
◎
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
法
律

（
平
成
二
一
年
四
月
二
四
日
法
律
第
二
五
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
一
年
三
月
一
二
日
・
衆
議
院
農
林
水
産
委

員
会

）

○
石
破
国
務
大
臣

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
を
御
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

世
界
の
食
料
需
給
が
中
長
期
的
に
逼
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
中
、
食
料

の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
、
将
来
に
わ
た
っ
て

国
民
へ
の
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
国
内
農
業
の
食
料

供
給
力
を
強
化
し
、
食
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
本
年
を
水
田
フ
ル
活
用
へ
の
転
換
元
年
と
位
置
づ
け
、
連

作
障
害
が
な
く
半
永
久
的
に
使
い
続
け
る
こ
と
が
可
能
な
、
我
が
国
の
貴

重
な
食
料
生
産
基
盤
で
あ
る
水
田
を
フ
ル
活
用
し
、
自
給
率
の
低
い
大

豆
、
麦
等
の
生
産
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
米
粉
用
、
飼
料
用
米
等
の
本

格
生
産
を
今
後
継
続
し
て
推
進
す
る
こ
と
と
し
、
関
係
者
が
米
粉
用
、
飼

料
用
米
等
に
安
心
し
て
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
こ
の
法
案
を
提

出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
こ
の
法
律
案
の
主
要
な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
御
説
明
申
し
上
げ

ま
す
。

第
一
に
、
農
林
水
産
大
臣
は
、
水
田
の
有
効
活
用
等
に
配
慮
し
つ
つ
、

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
の
基
本
的
な
方
向
等
に
つ
い
て
の
基
本

方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
二
に
、
新
用
途
に
用
い
る
米
穀
の
生
産
か
ら
米
粉
、
飼
料
等
の
製
造

等
ま
で
の
一
連
の
行
程
の
改
善
を
図
る
た
め
、
米
穀
の
生
産
者
と
米
粉
等

の
製
造
事
業
者
が
連
携
し
た
取
り
組
み
に
関
す
る
計
画
を
作
成
し
、
農
林

水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
民
間
企
業
等
が
米
粉
及
び
飼
料
等
の
原
材
料
に
適
し
た
稲
の
新
品
種

の
育
成
を
行
う
計
画
を
作
成
し
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

第
三
に
、
農
林
水
産
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ
く
取
り
組
み

を
進
め
る
た
め
、
農
業
改
良
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長
、
稲
の
新
品
種
の

出
願
料
の
減
免
等
の
法
律
の
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま

す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

以
上
が
、
こ
れ
ら
三
法
案
の
提
案
の
理
由
及
び
主
要
な
内
容
で
あ
り
ま

す
。何

と
ぞ
、
慎
重
に
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
可
決
い
た
だ
き
ま
す
よ

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
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う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
三
月
二
四
日
）

○
遠
藤
利
明
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
農
林
水
産
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し

上
げ
ま
す
。

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
は
、
米
穀
の
新
用

途
へ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
農
林
水
産
大
臣
が
基
本
方
針
を
定
め
る

と
と
も
に
、
米
穀
の
生
産
者
と
米
粉
、
飼
料
等
の
製
造
事
業
者
が
連
携
し

た
取
り
組
み
に
関
す
る
計
画
等
を
認
定
し
、
認
定
を
受
け
た
計
画
に
基
づ

く
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
農
業
改
良
資
金
の
償
還
期
間
の
延
長
等
の
特
例

措
置
を
講
ず
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

三
法
律
案
は
、
去
る
三
月
十
一
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
翌
十
二
日

三
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
石
破
農
林
水
産
大
臣
か
ら
提
案
理
由

の
説
明
を
聴
取
し
た
後
、
十
八
日
か
ら
質
疑
に
入
り
、
参
考
人
か
ら
意
見

を
聴
取
す
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
十
九
日
質
疑
を
終
局
し
ま
し

た
。質

疑
終
局
後
、
ま
ず
、
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
案
に
つ
い
て
は
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

な
お
、
三
法
律
案
に
対
し
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
三
月
一
九
日
）

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
左
記
事
項
の
実
現
に
努

め
、
水
田
の
有
効
活
用
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
米
を
含
め
た
食
品
に
対

す
る
消
費
者
の
信
頼
の
確
保
等
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

記

一

米
粉
・
飼
料
用
米
等
の
価
格
が
主
食
用
米
と
比
べ
極
め
て
低
水
準
に

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
米
粉
・
飼
料
用
米
等
に
つ
い
て
十
分
な
支
援
水

準
を
確
保
す
る
こ
と
。
ま
た
、
多
収
品
種
の
開
発
や
直
播
栽
培
の
導
入

等
の
低
コ
ス
ト
化
生
産
技
術
の
確
立
及
び
そ
の
普
及
に
向
け
た
支
援
を

充
実
・
強
化
す
る
こ
と
。

二

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
食

料
自
給
力
の
強
化
と
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
田
の
有
効

活
用
方
策
や
米
の
生
産
調
整
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
構
築
を
図
る
こ

と
。

三

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関

す
る
法
律
案
附
則
第
五
条
第
二
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
飲
食
料
品

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

八
〇



に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
速
や
か
に
、
仕

入
先
、
仕
入
日
、
販
売
先
、
販
売
日
等
の
取
引
等
に
係
る
基
礎
的
な
情

報
に
つ
い
て
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
並
び
に
緊
急
時
に
お
け
る
国
等

へ
の
情
報
提
供
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も

に
、
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
そ
の
主
要
な
原
材
料
の
原
産

地
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

四

米
に
つ
い
て
は
、
主
食
用
、
米
粉
用
及
び
飼
料
用
等
用
途
別
に
大
幅

な
価
格
差
が
存
在
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
不
当
な
利
得
を
得
よ
う
と
考

え
る
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
横
流
し
等
に
よ

る
不
正
規
流
通
を
防
止
す
る
た
め
、
米
の
流
通
に
対
す
る
行
政
に
よ
る

監
視
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

三
、
参
議
院
農
林
水
産
委
員
長
報
告（
平
成
二
一
年
四
月
一
七
日
）

○
平
野
達
男
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
案
は
、
水
田

の
主
要
な
生
産
物
で
あ
る
米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、

基
本
方
針
の
策
定
並
び
に
生
産
製
造
連
携
事
業
計
画
及
び
加
工
等
に
適
し

た
稲
の
新
品
種
育
成
計
画
の
認
定
に
つ
い
て
定
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら

の
計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
に
対
す
る
農
業
改
良
資
金
助
成
法
等
の
特
例

を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
以
上
の
三
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
ま

ず
千
葉
県
で
現
地
視
察
を
行
う
と
と
も
に
、
事
故
米
穀
の
不
正
規
流
通
問

題
の
再
発
防
止
策
、
新
用
途
米
穀
の
需
要
喚
起
に
必
要
な
効
果
的
施
策
、

米
穀
等
の
産
地
情
報
伝
達
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
原
料
原
産
地
表
示
と
の
関
係
、

米
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
導
入
に
係
る
関
係
事
業
者
の
負
担
軽
減
策
、

す
べ
て
の
飲
食
料
品
に
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
を
導
入
す
る
必
要
性
、
米

の
適
正
な
流
通
を
確
保
す
る
た
め
の
監
視
体
制
の
在
り
方
、
米
の
用
途
別

管
理
等
に
お
け
る
ふ
る
い
下
米
の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
局
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
三
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
三
法
律
案
に
対
し
て
附
帯
決
議
が
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
一
年
四
月
一
六
日
）

政
府
は
、
こ
れ
ら
の
法
律
の
施
行
に
当
た
り
、
水
田
の
有
効
活
用
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
米
を
含
め
た
食
品
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
の
確
保

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

八
一



等
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
の
実
現
に
万
全
を
期
す
べ
き
で
あ
る
。

一

米
粉
・
飼
料
用
米
等
の
価
格
が
主
食
用
米
と
比
べ
極
め
て
低
水
準
に

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
米
粉
・
飼
料
用
米
等
に
つ
い
て
十
分
な
支
援
水

準
を
確
保
す
る
こ
と
。

ま
た
、
多
収
品
種
の
開
発
や
直
播
栽
培
の
導
入
等
の
低
コ
ス
ト
化
生

産
技
術
の
確
立
及
び
そ
の
普
及
に
向
け
た
支
援
を
充
実
・
強
化
す
る
こ

と
。

二

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
食

料
自
給
力
の
強
化
と
食
料
自
給
率
の
向
上
を
図
る
た
め
、
水
田
の
有
効

活
用
方
策
や
米
の
生
産
調
整
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
意
見

を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
施
策
の
構
築
を
図
る
こ

と
。

三

米
穀
等
の
取
引
等
に
係
る
情
報
の
記
録
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
に
関

す
る
法
律
案
附
則
第
五
条
第
二
項
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
飲
食
料
品

に
つ
い
て
、
こ
の
法
律
の
実
施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
速
や
か
に
、
仕

入
先
、
仕
入
日
、
販
売
先
、
販
売
日
等
の
取
引
等
に
係
る
基
礎
的
な
情

報
に
つ
い
て
の
記
録
の
作
成
及
び
保
存
並
び
に
緊
急
時
に
お
け
る
国
等

へ
の
情
報
提
供
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
と
と
も

に
、
加
工
食
品
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
そ
の
主
要
な
原
材
料
の
原
産

地
表
示
を
義
務
付
け
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
こ
と
。

四

米
に
つ
い
て
は
、
主
食
用
、
米
粉
用
及
び
飼
料
用
等
用
途
別
に
大
幅

な
価
格
差
が
存
在
し
、
こ
れ
を
利
用
し
て
不
当
な
利
得
を
得
よ
う
と
考

え
る
事
業
者
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
上
で
、
横
流
し
等
に
よ

る
不
正
規
流
通
を
防
止
す
る
た
め
、
米
の
流
通
に
対
す
る
行
政
に
よ
る

監
視
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

五

米
粉
用
米
・
飼
料
用
米
等
の
新
用
途
米
穀
の
生
産
拡
大
を
図
る
に

は
、
確
実
な
需
要
先
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
食
品

加
工
業
者
や
畜
産
農
家
等
の
実
需
者
が
、
新
用
途
米
穀
の
利
用
に
意
欲

を
持
っ
て
取
り
組
め
る
需
要
喚
起
策
を
講
ず
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。

米
穀
の
新
用
途
へ
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

八
二


